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富山県農林水産業の現状と課題

（人口減少下での今後の方向性）

富山県農林水産部
（令和６年１１月１３日）

資料２



産業別 令和元年 令和２年 令和３年

第一次産業 433 416 366

第二次産業 17,838 17,425 18,688

第三次産業 30,392 29,139 29,432

農林水産業の現状（総生産額・産業別）

単位：億円

※総生産額は、産出額から原材料費などの諸経費を差し引いた額
令和３年度富山県民経済計算

・総生産額に占める第一次産業の割合は、０．７５％(R3)

・生産額・全体に占める割合は減少傾向 （H23→R3：生産額▲24.1% 割合1.09%→0.75%)

・第一次産業の就業者割合は２．９８％
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項目 富山県 全国
本県の
順位

農業産出額（R4） 568 90,147 42

うち米の産出額（R4） 382 14,015 14

林業産出額（R2） 39 4,549 29

漁業産出額(H30) 136 9,337 21

農林水産業の現状（産出額）

単位：億円

耕地面積は全国23位であるが、農業産出額は42位

→ 本県は水田率が高く、県産米の約７割が県外で販売されている。

農林水産省生産農業所得統計、農林業センサス、漁業センサス

2



１3

産業としての規模は小さいが日常
生活にとってなくてはならない役割



農業の担い手の現状

１

２

３

〇農地の集積は進み、新規就農者も一定程度(60～80/人)確保

〇基幹的農業従事者は70代以上が約65%を超え占め、他県より高齢化が進展
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林業の担い手の現状
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水産業の担い手の現状

令和５年の漁業経営体数は２０８経営体、平成３０年
の漁業就業者数は、１,２１６人で、近年減少してきて
います。

新規漁業就業者数は、年間３０人前後で推移してい
るが、令和５年度は例年を大きく上回っています。

漁業の担い手の動向

〈新規就業者数の推移〉

〈漁業経営体数の推移〉

〈漁業就業者数の推移〉
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農山村の現状（国・県）

54.2%

21.1%

3.3%1.6%

全国に比べても富山県の中山間地では９戸以下集落の割合が高い

富山県
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国内マーケットの縮小（国）

農林水産省作成資料 8



人口減少下にあっても、食料安全保障や国土の保全等の観点から必要な農地、
生産者、農業インフラ等を維持する必要

農地
 今年度策定する地域計画により将来の農地利用の姿を明確化するとともに、中山間地
域等においては、最適な土地利用を目指して、営農を続けて守るべき農地、粗放的利⽤を
⾏う農地等を区分し、農⽤地保全に必要な取組みを進めることが必要

生産者
      全産業で雇用労働力の取り合いが進み、国内マーケットも縮小するが、生産者を確保す

るには所得を確保し、働く 環境を整備するなど、農林水産業が担い手に選ばれる魅力的
な産業になることが必要

農業インフラ
     農業インフラの機能を確保するためには、集落内外の非農業者やNPO法人等の参画を

促進するなど、多様な人材の活用と公的支援の拡充が必要

課題の整理
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食料・農業・農村基本法の改正等 国の動き

令和５年度 食料・農業・農村白書(農林水産省)

食料・農業・農村基本法の改正

（令和６年６月施行）

第５条（農業の持続的発展）では、

人口の減少に伴う農業者の減少

等が生ずる状況においても（食料

安全保障の確保の前提となる）食

料の供給機能や多面的機能が発

揮され、農業の持続的な発展が図

られなければならない

旨が明記された
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１.担い手の確保・育成
（農山漁村集落の維持含む）

２.生産性の向上

３.販路の拡大・付加価値向上 ４.成長産業化

〇新規就業の確保･育成

〇魅力発信の強化
 中高生、県出身大学生
 SNS､デジタルの活用
 産地による魅力発信
 体験型の発信強化

〇とやま農業未来ｶﾚｯｼﾞ
 定員拡充、２年目コース

〇50代への支援拡充

〇集落営農の継続対策

〇稼げる大規模経営体育成

〇多様な人材の活用
 短期間短時間労働
 農業支援サービス事業体
 女性の経営参画 農福連携
 外国人材 労働力の流動化

〇農村RMO､農泊等関係人口

〇農村共同活動の広域化

共同活動のマッチング

〇スマート農林漁業
スマート機械・技術
高精度位置補正情報ｻｰﾋﾞｽ

  ＤＸ導入、データ活用
  架線系による木材生産

〇生産性の高い栽培方法

〇温暖化に対応した米産地
「富富富」等の高温耐性品種

 の生産拡大

〇快適な職務環境の整備

〇ほ場の大区画化･汎用化

〇基盤整備地区での園芸

作物の生産性向上整備

〇水田のフル活用

〇農地の集積･集約化

〇農業ｲﾝﾌﾗの機能確保

〇鳥獣被害防止対策
  ICT活用による省力化

〇農水産物のブランド化
 （付加価値も向上）

〇三大都市圏等でのＰＲ

〇需要に応じた安定生産

〇ウッド・チェンジ推進

〇農水産物の輸出促進

〇直売・ECサイトの拡充

〇地産地消の推進

〇学校給食での活用拡大

〇食文化継承､魚食の普及

〇データ活用の園芸栽培

〇県産育成品種拡大に

よる差別化

〇雇用型経営体の育成

〇企業参入

〇他業種との地域連携

〇県産材を活用したウェル

ビーイング住宅

〇キジハタ・アカムツ等の

つくり育てる漁業

〇ガゴメコンブ等富山湾に

適した養殖業

〇海業の推進
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〇有機農業など環境への
負荷低減

〇高品質･高収益作物

〇６次産業化、食品加工

人口減少に対応する農林水産業の施策(例)



今後の施策の方向性
項 目 施 策 の 方 向 性

担い手の確
保・育成

農業

・地域計画に基づく、農地の集約化（大規模法人）・集落営農の広域連携を促進
・大区画ほ場で大規模に経営する担い手の育成の推進、企業の参入
・新規就農者受け入れ環境の整備
・外国人材など多様な人材の活用のための受入体制の整備

農村
機能

・農業関係人口の拡大・深化を図り、外部人材による援農や協働活動のマッチングを推進
・農家だけでなく、世代やジェンダーを超えた多様な人材や地域資源を活用した地域コ
 ミュニティの維持・強化による農村づくりを推進
・耕作農地と粗放的管理を行う農地を明確化し、労力を集中的に投資する土地利用を推進

生産性の向上

・ほ場の大区画化等にあわせて、ロボット草刈機導入に対応した畦畔や法面など、徹底した  
省力化に配慮した基盤整備の推進
・用排水路のパイプライン化、ICT自動給水栓、地下かんがい、ターン農道などを取り入れた
フルスペックほ場の整備と実証
・ICTを活用した遠隔監視や遠隔操作、GISを活用した行動範囲の可視化、捕獲データの
 収集・分析・蓄積により捕獲効率の向上などによる鳥獣被害防止対策

販路の拡大
付加価値の向上

・パックご飯を中心とした米の輸出拡大と米粉,米加工品の国内外の販路拡大
・流通業界(地域商社等)と連携した市場開拓
・農山漁村の多様な地域資源を活用し、農商工連携などによる新たな付加価値の高い商品
 開発やサービスの提供
・付加価値の高い有機農業への転換
・高温耐性を持ち、環境負荷が少ない「富富富」の生産拡大

成長産業化

・営農情報管理システムの導入など、農業ＤＸの促進
・ICTを活用した環境制御技術の導入による高度な施設園芸経営の育成
・ウッドチェンジの推進による県産材の活用と森林資源の循環利用の推進
・キジハタ・アカムツ等の新たな栽培魚種の事業化や陸上養殖も含めた養殖業の推進
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